
 

自傷・他害行為について、その背景や支援について考えてみたいと思います。  

 

 

 「自傷行為」とは、自分で自分を傷付ける行為のこと、「他害行為」とは、他人や器物を傷付け

る行為のことをいいます。さまざまなケースや要因がありますが、ここでは、知的障害や自閉

症に関連して起きる自傷・他害行為について考えてみたいと思います。 

    ◎自傷行為の例               ◎他害行為の例 

   

   

  

  

 

 

 

 

 

 

   

本人の特性と環境要因の相互作用の結果として引き起こされます。分からないことや不快な 

ことばかりの状況の中で、「こうしてほしい」と伝えることもできない「もどかしさ」を自傷

や他害行為で表出しているのです。 

自傷・他害行為とは 

・自分の頭や顔、手足などをたたく  

・自分をかむ 

・壁や地面に頭を打ち付ける 

・髪の毛を引っ張る、むしり取る 

・爪をかんだり剥がしたりする 

・目に指を入れる  

・物で自分をたたく、尖ったもので刺す      

など 

なぜ自傷・他害行為をしてしまうの？ 

 

 

 

  

・他人をたたく 

・他人にかみつく 

・他人の髪を引っ張る 

・つばを吐く 

・物を投げる 

・物を壊す 

   など 

ストレス・不安・苦痛 

本人の特性 

感覚過敏・鈍麻 

コミュニケーションの困難さ 

情報の受け取り方の偏り 

言語発達の遅れ 

意思表示の特異性    など 

「分からない」「伝わらない」 

の積み重ね 

環境要因 

物理的な環境（気温、光、音など） 

周囲の人（情報過多、声の大きさ、

叱責など） 

状況（行事、予定の変更など）など 

 

人や場に対する 

不信感・もどかしさ 

 

 

自傷・他害行為 

人も自分も傷付けて

はいけないよ 
 



 

 

 

     1  自傷・他害行為の背景（アセスメント） 

    

 

  

  ◎アセスメントの例 「困っていること」を「できること」に置き換えることで、支援のヒントが見えてきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

参考・引用文献 

２  自傷・他害行為の具体的支援 

自傷・他害行為への支援について 

行動障害の要因を探るとともに、本人のきめ細かな分析を行います。 

肯定的に分析することが大切です。 

 

 

① たくさんの情報があると理解ができず、パ

ニックになります。 

② 騒がしい場所や、大きい声、人の泣き声が

苦手です。 

③ 待つことが苦手です。 

④ 今何をしているのか、周りが気になって分

からなくなります。 

⑤ 「ダメ」「あとで」などと言われると、怒った

り逃げたりしてしまいます。 

困っていること  

① 簡潔な言葉や指示は、とてもよく分かり、安

心できます。 

② 静かな場所では集中できます。穏やかな

声や表情は安心できます。 

③ 見通しが持てれば安心できます。 

④ 周りが気にならない環境であれば、集中で

きます。 

⑤ 「〇〇しようね」「〇〇してからね」など、肯

定的な言葉は取るべき行動が具体的に分

かり安心できます。 

できること 

支援で重要なのは、     として、              ことです。  

 

子どもの支援の仕方に正解はありません。また、子どもの状況も一定ではありません。変化し

ていく子どもの状況を常に情報共有していくことが大切です。支援者は一人で頑張らず、周り

の支援者に相談しながら、皆で子どもを支援していけるといいですね。 

 

統一した対応を継続する 

  

〇時間の構造化 

 （一日のスケジュールなど） 

〇空間の構造化 

 （活動エリアの明確化、負の刺

激に配慮した場所、など） 

〇手順の構造化 

 （活動の流れの視覚化など） 

環境の構造化  

〇疲れさせない、無理をさせない

配慮。 

〇複数の指示・課題提示を一度

にしない。 

〇指示をするときには、声の音量

や表情・言葉などで気持ちが

不安定にならないように留意

する。 

支援者が配慮すべきこと 

安心 

自己肯定感 

「自傷・他害・パニックは防げますか？」花風社  廣木道心・栗本啓司・榎本澄雄 

「ストーリーでわかる特別支援教育の実践」学研  川上康則 

「家庭で無理なく対応できる困った行動Q＆A」学研プラス 井上雅彦 
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